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令和 5 年度第 3 回 市政懇談会（会議要旨） 

日時 令和 5 年 7 月 27 日（木） 1４時 00 分 ～ 15 時 30 分 

場所 宇部市立図書館 

テーマ まつりの在り方について 

出席者  篠﨑市長 

 高校生（6 校 12 名） 

宇部高等学校 

宇部工業高等学校 

宇部鴻城高等学校 

宇部商業高等学校 

宇部中央高等学校 

宇部西高等学校 

 事務局（総合政策部広報広聴課） 

 担当課（観光スポーツ文化部観光交流課） 

内容 ＜宇部市の花火大会について＞ 

 ゴミ箱が少なかった。あと、自販機の飲み物が売り切れていた。 

 屋台の価格設定が、高校生には高い。 

 電車の便をもっと増やした方がいいのではないか。 

 音楽花火の曲が聞き取りにくかった。また、曲がクラシックだったが、最近の流行り

の曲にすれば、もっと若者が増えるのではないか。 

 トイレや椅子、テーブルを増やしてほしい。 

 屋台が少ないので、買うのに時間がかかる。打ち上げ時間までに買って座りたい。 

 花火大会の情報は、友達や家族、駅のポスター、SNS で知った。 

 

＜新川市まつりについて＞ 

 15 時で終了するのは早い。夜までやってほしい。 

 トイレ、駐車場を増やしてほしい。 

 

＜宇部まつりについて＞ 

 まつりのイメージは夏だから、夏に開催した方が、人が集まるのではないか。 

 石炭が起源のまつりなら、石炭にちなんだ食を出してみてはどうか。また、曳山の人

の顔を石炭のように黒く塗れば面白いと思う。 

 宇部らしい「彫刻みこし」みたいなのものを作ってみてはどうか。 

 市民が有志でチームを作って参加できるような「3×3のイベント」があると楽しい。 

 パレードに、よさこいの団体と高校生が組んで一緒に出るなどしてはどうか。 
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＜まつり全般について＞ 

 新川市まつり、宇部まつりは、高校生の認知度が低い。花火大会は、高校生によく知

られている。 

 まつりごとに特徴を持たせて、差別化を図ってはどうか。新川市まつりはスポーツイ

ベント、花火大会は屋台のグルメ、宇部まつりは歴史、伝統など。 

 小学生、中学生、高校生への周知は、学校でチラシを配るのが一番効果的だと思う。

学校で配布されたものは、家に持って帰るので家族も目を通す。 

 小さい頃の思い出は大事だと思う。小さい子が楽しめる企画があるといい。 

 情報発信は、インパクトのあるネーミングをつけること、誰もやっていないことをや

ることが大切だと思う。ギャップがあるものがいい。市長がコスプレで宇部まつりで

踊る、市長のメッセージ付き打ち上げ花火を市長の出費でやるとか。 

 海外のトマトを投げ合うまつりみたいな、街全体で何かを投げ合うまつりも楽しそう。 

 交通手段を充実させてほしい。 

 まつりだからできることをしたい。特別車両への乗車体験、新川市まつりのキツネメ

イクなど。 

 今はアニメが熱いので、アニメ系のコスプレもいいのではないか。 

 高校生は友達と行くので、「長く滞在できて楽しめるまつり」がポイントだと思う。屋

台などの食だけでなく、射的やボーリングなど体験して遊べるものがほしい。 

 みこしやパレードなど、友達と一緒に参加できるものがいい。 

 子どもが出演する機会があると、親、親戚も見に来る。 

 SASUKE を復活してほしい。体験型のイベントがあれば、子どもたちも参加するので

はないか。 

 お笑い芸人を呼んでほしい。 

 宇部では普段食べられないものを売る屋台があるといい。 

 屋台の食は、インスタ映えするようなかわいい、キレイなものがいい。食べ歩きをし

たいので、200～300 円程度で楽しめるものがいい。 

 プリクラの機械がまつり会場にあれば、若者は利用する。 

課題等  まつりについて、若者への情報発信の方法を検討する。 

 若者が参加したくなるまつりの企画を検討する。 

 


